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デ ンマ ークの 日本研究 の話 は簡単 です 。 というのは 、.デ ンマー クにお
ける日本研究者は 、私 のほかにあ と二～三人 しかい ないのですか ら。
北欧の 日本研 究につ いての最近 のデータが あ りますが、それによると、
1960年 代 までは何 もなか ったのです 。コペ ンハ ーゲ ン大学が 、1961年 か
ら日本語 を教 えるよ うにな りま したが 、これは初心者のための 日本語 講
座で 、高校生 ぐらいの レベルにす ぎませんで した。
で も、60年 代にはいろんな先生が いました。最初の先生は、現在大 阪
外大 にお られ る岡田れい子教授 で した 。彼女はデ ンマー クの文学 を勉強
しに留学 された人 です 。 日本語のプログラムは、イース ト・エイジアン ・
イ ンステ ィテ ユー トの一部 に初 めか ら入 ってい ましたが、 この極東 アジ
ァ研 究所 の出発 は、中国語 と中国の ことを研究するところにあ りました。
だか ら最初 の正規 の教授 のイグル先生は 、中国関係の分野の学者 だった
のです 。それは1958年 の ことで したが 、この イグル先 生が、中国語以外
の言語 、つ ま り日本語 ・アイヌ語 ・タイ語な どに言語 学者 としていろん
な興 味を持 っていま した ので 、彼 を通 じて 日本 語の講 座 も導入 され るこ
とになったのです 。
私が コペ ンハーゲ ンに来たの は1968年 で した。デ ンマークの 日本研究
が始 まったのはその時代か らです。学生た ちは言葉だけではなく、文学 ・
思想 ・歴史 ・言語学 ・美術 な どを研究す るよ うにな り、四人の学生が博
士論文 を書 きま した 。そのテーマは 、鎌倉 思想 史、アイ ヌの言語 、平安
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時代の言語学 、明治文学についてで した。修士論文の数 は、これ まで に
約30本 あ りますが 、その内で 、一番ポ ピュラーな分野 は、文学 と歴史で
す 。しか しその 中で有望な学生は二人 とも言語学士 で、現在東京大学で
留学生 として勉強 して います。
今の コペ ンハーゲ ン大学の状態は 、正式のスタ ッフが三人 しか いませ
ん 。教授の私 と助教授の長島 さん 、K.レ フシュグ さんだ けです 。 他 に
アシスタン トが二人 、 日本人一人 とデ ンマー ク人 一人 がいて、彼 らが よ
く働 いて います ので 、本 当の スタ ッフは五人 とい うことにな ります 。 も
う一人欲 しいのです けれ ども、候補者 はいて も、現在 のデ ンマークは不
景気 なため、可能性 は少 ない と思 います 。学生数は約100人 で 、毎 年 少
しずつ増 えてい きます 。 日本研究 は最近世界中で ブー ムなので、同 じ傾
向が続 くと思います 。
北欧 、スカ ンジナ ビア全体 につ いて言 いまして も、やは り日本研究は
1960年 代か らとい えま しょう。ス ウェーデンは20年 代 に少 し日本研究が
あ りま した けれ ども、それは一 時的な現象 で、本格的 な 日本語の講座が
大学 にで きたのは、やは り1960年 代初 めか らです 。ですか ら、北欧 、つ
ま りフ ィンラン ド ・スウ ェーデ ン ・ノルウ ェー ・デンマークの 日本語学
習 と日本研 究 は、大体1960年 代か らとみればよいで しょう。
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